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農業・食品産業技術総合研究機構

農研機構は食料・農業・農村に関する研究開発などを総合的に行う我が国最大の機関です

農村工学研究所

水利工学研究領域

減災農地の考え方

東北太平洋沖津波とは

東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ
(http://www.coastal.jp/ttjt/ ) による速報値，2011/5/23
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津波波高・遡上高の分布

東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ
(http://www.coastal.jp/ttjt/ ) による速報値，2011/5/23農研機構農村工学研究所東日本大震災報告会2011.5.31.

沖合での波高記録

GPS波高計の観測結果（岩手中部沖）
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沿岸域の被災

●海岸堤防が津波によって消滅

●破堤後は，防御するものがない
まま津波が来襲したと考えられる
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沿岸域の被災
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津波堤防の例

●堤防高１２．２ｍ
●津波が越水し，堤体のコンクリート被覆の剥離と法尻の洗掘
●堤防の機能は維持
●背後地の湛水深は，３．６６ｍ
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洗堀

浮き上がり

パラペットの破壊 天端被覆の浮き上がり 裏法部の洗掘

引き波

想定される堤防破壊過程

裏法の洗掘と引き波によ
る海側への力
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農地と市街地の被害

農地の被害の様子 市街地の被害の様子

●隣接する海岸背後地の被害の比較

●海岸堤防の高さが違うため，被害の規模を単純比較でき
ないが，農地の被害では，発生する瓦礫の量が少なく，
復旧が容易．
●人的被害がなければ，早期に復旧できる可能性がある．
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沿岸部の対策のあり方

●沿岸域の災害は，どのようにして防ぐか．
→津波堤防を広域に整備？
→沿岸部の被災を想定して，内陸部を確実に防御

●人命の保護が第一目標

●農地を海岸防御のバッファーとして利用
→農地の被災は瓦礫が少ない
→高盛り土の道路が津波遡上の抑制に効果
→海水流入による塩害防止のため，早期の排水，除塩
用水を確保

今回の津波で，沿岸の津波防災対策の対象が変わる
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堤防の高さは高潮を想定し，津波では越流する

津波の減勢は堤防の前面だけでなく，堤防の背
後でも行う（背面防御）

越流後，堤防の後背面の減勢施設で津波の遡
上を抑える（上流の家屋の状況により必要な性
能は異なる）

堤防は越流に対して強い構造とし，二波目以降
の被災を防止

減勢施設は，防災専用でなく，通常は，本来の
目的に利用できる

減災農地の考え方
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用水路
用水路

排水路排水路

排水路

水田 水田

逆勾配の農地で
遡上高を低下

土堰堤の上に用水路
を置いて減勢を強化

落下水流で津波の
エネルギーを弱める

堤防裏を強化し，
越流に耐える

引き波に対して
安定な堤防構造

アンカー

松林などを活用し堤防幅を
大きくして安定強化

津波シェルター
津波シェルターを
兼ねた耐圧防水強
化排水機場

沿岸農地の構成要素
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津波減災域のイメージ
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恒久復旧後のイメージ
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解決すべき課題

制度面での課題
●農地の被災を前提とすることの農家の理
解
●農地をバッファーとすることに対する保障
制度の確立

技術的課題
●農地及び減勢施設の津波遡上抑制効果
の検証
数値シミュレーション
水理模型実験
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